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一人の問題はみんなの問題 出産も育児も
たくさんの目とたくさんの手で

橘　●私達の間では『仲間』とういう意味の、『ピア』という
キーワードをよく使います。ピアサポート、ピアカウンセ
リングと言ったりします。専門じゃなくても同じ体験をした
人や気持ちがわかる人が近くにいるだけでいいことが多い
のです。相談があったら自分だけでなく、その一番近い人
につなげています。一見、手間隙かかるようだけど全てが
予防につながっています。長い目で見ると、今ピアサポート
をすることが後に活きてくると思います。
河原●今は小学生に対しての支援が求められています。
悩んでいるお母さんが多いように思います。核家族が多い
中で、一面的にしか子どもを捉えられていない親もいます。
そういうお母さん、お父さんが学び合える場所が必要だと
思います。学童保育の父母会などはとても重要です。
橘　●学童保育へ預けっぱなしだと、いろんな問題がで
てきます。小学生はケンカひとつにしても複雑な問題が起
きる時期です。昔からの学童保育は親が必ず関わって、定
期的に集まり、何十人いようが大きな家族という感覚です。
一人の問題はみんなの問題として扱います。保育園も同じ
ですけどね。子どもの年齢にあわせて気に掛けていくこと
を、お母さんだけでなくいろんな人がやっていけばいいと思
います。そのためにも、母親以外の家庭や社会といった単位
に対して、知識を広め理解を求めていくことも子育て支援
として同時にやっていかなければいけないことの一つです。
河原●子どもにとっても学童保育の役割は本当に大きい
と思います。一人っ子や二人兄弟が多い世代なので、たく
さんの仲間で何かをするとか、縦でつながって何かをする
とか、親以外の大人に世話をしてもらうという『つながる体
験』ができる場所になっています。
橘　●私達が関わるお母さんの中には、子育てだけをし
て家に一人でいると、『他のことができない！』と思いどん
どん自己評価を下げてしまう方がいます。『子育て広場』で
ママ友ができたり育児の知識も知って楽になったりするこ
とによって、できることが見つかり自己評価も上がっていき
ます。自分とよく似た人と会うことが本当に大切です。そし
て親が悩みを解消し、笑うことが大切なのです。
河原●親が笑ってないと子どもは笑いませんからね。
橘　●広場で多くの人と出会うことはお母さん達の自立
にもつながっています。『広場があって助かった』と思った
人が、スタッフになっていく循環型支援の形ができつつあ
ります。始めは少しの手伝いからやがて子育て広場のスタ
ッフやリーダーになっていくこともありますよ。

河原●加賀は産婦人科や、小児科が少ないです。子ども
が少ない地域ということもあり、公園や遊具施設も大きな
ものはなく子育てしにくい環境と言えます。しかし県外から
来た方も、「子どもを連れて集まることのできるこの広場
があるから加賀市は住みやすい。」と言ってくれるように
なったのは嬉しいことです。ランチの時間が一番楽しい
ですよ（笑）。
橘　●みんなで一緒に食べるということは、何か心を開く
感じになります。母と子だけの食事ではなかなか食べない
子どもでも、みんなで食べると自然に食べるようになります。
子どもも楽しさは体験しないとわかりませんからね。
河原●子どもの成長を見ながら親同士が育ち合うという、
広場本来の役割が見えてすごく嬉しいです。行事に参加し
た２人のお子さんを持つご夫婦が、3人の子どもを持つ家
族を見て3人目の子どもが欲しいと思ったそうです。広場
は少子化対策にも有効だと思います。文面や人から聞く話
より、実際に肌で感じたものが絶対ですよね。
橘　●何かのきっかけで広場に来て、楽しそうな親子を
目にし体験すると、子どもに対しての夢が広がります。近く
にサポートをしてくれる人や場所があることを知っている
広場のスタッフは全国的にも出産率が高いですよ。スタッ
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子育て支援 対談

親と子、そして社会をつなげる子育て支援。
～心のつながりを大切に～

当たり前のようなことですが、大切です。
身近すぎて普段は見落とすこともありますが、

他人の問題ではありません。
社会全体が関わる話です。
それは「子どもを育てる」こと。
子どもたちは世界の宝物。

今あらためて見つめてみましょう。
つながっています。
私達自身に。

ひろがっています。
この地球に。

だからもっと、ふれあう。
そして、わかちあう。

　子どもたちを取り巻く環境も今は多様化しています。子育ても昔のようにはいかない中で、一生懸命頑張る
お母さんたち。そんなお母さんと子どもたちを応援する子育て支援NPOの代表として活動されている橘 薫
さん、河原 廣子さんに、現在の子育て環境やこれからの活動について語っていただきました。



3

子育て支援 対談
フでなくても、この広場があったから子どもを産めたという
お母さんを一人ずつ増やしていけばすごい数になります
よね。広場は未修園児対象ですが、他にも大きな可能性も
秘めています。
河原●今年の5月から『父ちゃん広場』を始めました。お
父さんの来る日を決めると来やすいようですね。また、お
年寄りとリズム遊びや手遊び、お抹茶のお茶会、伝統料理
を教えてもらうなどの交流会も行っています。8月には地元
の方と一緒に納涼祭を行います。地物を使って、そこの空
気を吸って、地元のものを味わってもらって、そこのよさを
発信していきます。
橘　●広場は自由度が高く、昔のおじいちゃん、おばあち
ゃんやいろんな人がいた環境に近い体験ができます。子ど
もと社会に対してゆるやかな仕掛けができる場所が広
場です。いろいろ努力していますが、数はまだまだ少ない状
況です。環境問題もいろんなことも大事ですが、何がどう整
っても人間が壊れたら終わりです。だからまず人間からだ
と思っています。今子育て支援に関わっている、わりと有名
な講師は思春期外来の医師が多いです。思春期外来にい
るとはっきりと乳幼児期が大切だというのがわかるのだそ
うです。乳幼児期にちょっと心がけることで大丈夫なことが

河原●地元の中学校からボランティアを受け入れてほし
いと要請がありました。自分が人の為に役立ち、人から「あ
りがとう」と言われる機会を与えてもらいたいということでし
た。ちょうど育児用品のリサイクルを行っていたので商品の
値札付けや整理整頓、ショップのレイアウトと、つり銭も預
けて接客もしてもらいました。お母さん達が買い物する間
は赤ちゃんを抱っこするなど、とてもいい感じだったのでブ
ログにも載せました。学校の先生からは、「こういう経験を
重ねて人のために役立つ喜びを知ることは、社会性を身に
つける上で大切なこと。」とのお話があり、継続的にボラン
ティアを受け入れ見守っていくことになりました。今度はそ
の中学生に双子ちゃんの遊び相手をしてもらいます。地域
でこういうネットワークができていくことがすごく嬉しくて・・・。
橘　●学生のボランティアは子どもに関わることだから喜
んできてくれます。中学生でも小学生でもとても意味があ
る体験です。真面目なお母さんは広場のスタッフにも気を
つかうので、ボランティアの学生がいるほうが気をつかわ
ず、お母さんがゆっくりできることもあります。私より中学
生のほうが、今の若いお母さんと話が合い盛り上がります
しね（笑）。そうするとお母さんにも楽しんでもらえます。小
さい子も学生ボランティアが入ると機嫌がいいですよ。それ
に、自信のない学生さんでも上手に導いてあげると案外な
んでもできるし、それが喜びになります。「子どもは苦手だけ
ど、また来てもいいよ」という学生もいますよ。学生のボラン
ティアを受け入れることで、お母さんにも子どもにも学生さ
んにも相乗効果を生んでいるなあって感じます。

あるようです。思春期外来や精神科の先生が子育て支援
に入ってきています。これは予防ですよね。あきらかに予防
が大事という声が今あがっています。

学生ボランティアの相乗効果

つながり、もっとつなげるために
河原●この前も、「こんな場所があるなんて今まで知らな
かったし、もっと早く来ればよかった～」というお母さんが
いました。4ヶ月検診などでチラシを織り込んで渡している
んだけど、実際は育児に追われて、チラシなどなかなかゆっ
くり読めないようです。
橘　●ひと言「子育て広場っていうのがありますから、利
用してみて下さいね。」と声をかけるだけで、随分変わります
よね。
河原●実際チラシを渡すときに声をかけることによって、

（
河
原
）
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広場に来る人が増えました。求めている人がまだまだたくさ
んいると感じています。声をかけることは活動をする仲間同
士にも必要で、情報を共有していくことはとても大切なこと
です。
橘　●いろんな情報が入ってきたら、せめて自分のネット
ワークの北陸の仲間とは情報を共有したいと思います。講
演を聴いているときも、必要な人に伝えたくてメモをとって
います。情報を共有しないとどんどん孤立してしまいます。子
育て支援の仲間といつもつながっていることが活動する上
でも非常に重要です。
河原●子育て広場の全国連絡協議会は旬の情報が入っ
てきます。正直とても手間がかかりますが、大切なことなの
ですぐに皆さんにお知らせしています。
橘　●現在は、金沢市からの3つの委託事業などで50～
60名くらいのスタッフがいますが、活動の原点をスタッフ
とシェアすることがとても重要です。月に一度は事例報告
会を行い、失敗談や原点などいろんなことを話し、方向性を
確認し合います。たまには外部から専門家を呼び、話を聞く
機会を定期的に設けたりもしています。スタッフの育成のた

めの研修はすごく重要だと考えています。
河原●スタッフ同士、原点のつながりを強く持って、自分の
基本の役割をもっともっと深めていってほしいと思います。
橘　●活動をする中で子育て支援コーディネーターが欠
かせませんが、そのコーディネーターがまだまだ育っていま
せん。保育士で所長、主任などを経験した方が研修を受け
てそのままコーディネーターになっていますが、他にも地道
に活動し、現代的な子育てのノウハウを持ち、信頼があって
人と人をつなげてコーディネーター的な活動をしている人
はいます。そのほとんど全てがボランティアです。このままで
は残っていかないのではないかと思います。
河原●次の人を育てていかないと、ここで活動もネットワ
ークも全て途切れてしまいますよね。
橘　●次のコーディネーターの育成と、コーディネーター
として活動しやすい環境を作っていかないと、今の活動自
体を続けていくことができなくなってしまいます。これからの
社会全体のためにもコーディネーター育成と活動の環境
整備にみんなが協力して欲しいと思います。

P R O F I L E P R O F I L E
■橘 薫さん（たちばな かおる） ■河原 廣子さん（かわはら ひろこ）

【お問い合わせ】 【お問い合わせ】親子ほっとステーション

双子を生み育てているうちに、サークルの
必要性を感じ、多胎児サークル「風っ子KID
S」を立ち上げる。その他、「育児サークルネ
ットワークかなざわ」のアドバイザー、いし
かわ市民活動ネットワーキングセンター
理事、子育て広場全国連絡協議会理事を務
めるなど、子育て支援活動に幅広く活躍。

加賀市で、21世紀職業財団の「保育サポー
ター養成講座」受講。受講生仲間と平成14
年10月より「保育サポータークラブ」を立ち
上げる。NPO法人かもママ理事長を務める
かたわら、行政・メディアにも協力を働きか
け、平成16年7月「親子集いの広場まんま」
の運営をはじめる。

〒920 - 0856
石川県金沢市木ノ新保町１-１
TEL&FAX 076-260-5155
E-mail  kazegumi@io.ocn.jp

〒922 - 0132
石川県加賀市山中温泉中津原町ハ5-1
TEL&FAX 0761-78-4747
E-mail  info@kamomama.com
URL  http://kamomama.com
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  金沢は歴史・伝統・文化などの蓄積があり、行政や各種
団体が文化芸術を軸とした様々な施策や取り組みを行っ
ていますが、今後更に文化を経済に落とす力を備えた
「文化経済都市」として発展するには、民間によるまちづ
くりを牽引し、また、様々な文化事業を結びつけるプラ
ットフォーム的なＮＰＯが必要ではないか？私達のＮＰ
Ｏはそんな発想から産声をあげました。

〒920-0993　金沢市下本多町6番丁40-1
TEL 090-2377-6400
E-mail  syuto-info@uraken.co.jp

〒920 - 0204　金沢市千田町へ8-3
TEL 076-258-0812　FAX076-257-6598
E-mail  biosystem@lake.ocn.ne.jp

　一昨年秋より任意のまち
づくりNPO として動きだ
し、昨年 10 月に法人認証
された若い団体ですが、経
済人や学識者、まちづくり
NPOの方々、行政関係の
方、そしてまちづくりに興
味をもつ市民の方々など、既に 100 名近くの会員がい
ます。活動のベースは月に１回、会員が誰でも参加でき
る「協議会」で、そこで様々な事業構築について意見交
換をします。会員各々が地域のためにどのような事業や
活動が必要かを考えることを大切にし、そこから様々な
議論を経て事業が生み出されます。昨年度は、設立フォ
ーラムを皮切りに、多彩な講師を招いてのまちづくり勉強
会「趣都ミニフォーラム」を計７回、秋には独自事業の「
月見宴」を行いました。この「月見宴」は、金沢工業大学
が中心となり広坂県庁跡地周辺で毎秋繰り広げられる光

アートの祭典「月見光路」と同日開催の事業で、その光
アートを背に金沢ゆかりのアーティストによる野外演奏
会「ひかりコンサート」、地元食材にこだわった飲食ブー
ス「つきみカフェ」、北陸からのあかり発信をテーマとし
たトークショウ「あかりトーク」などを開催しました。２
日間で１万人超の人出があり、様 な々団体との連携により高
次なまちづくりを目指す我々にとって価値ある事業となりまし
た。本年度は、先般５月１０日に趣都フォーラム2008を開
催し、昨年度より我々があたためた政策提言の発表とともに、
「北陸発、新しいアートポリスのカタチ」と題し、秋元雄史
金沢２１世紀美術館長・伊東順二富山大学芸術文化学部
教授の対談を行い、スタートしまし
た。継続事業「月見宴」、「趣都塾」
（趣都ミニフォーラムの改称）はもちろ
ん、新しい事業も企画しております。
事業の参加、私どものNPO への
入会や連携事業の企画提案なども
是非お待ちしております。

NPO法人 趣都金澤
設立の経緯

活動の内容

■収入額の構成
①寄付金　　　　 (０%)
②会　費　　　 (50.2%)
③自主事業収入 (48.6%)

④助成金　 (０%)
⑤受託事業 (０%)
⑥その他　(1.1%)

　理事長の南部外茂治博士がダイオキシン汚染を始めと
する環境問題を憂慮し、自身が50年ほど前に創り上げ、長
年多方面で活用されたきた「TN菌」による「環境の修復
」を掲げ、NPO法人を6年前に設立。理事長は現在、フィ
リピン国立ミンダナオ大学名誉副学長、マニラ市立総合大
学客員教授に任命され、外国人としては初めての栄誉ある
「模範的フィリピン人賞」を授与いたしました。また、国
立ミンダナオ大学より環境科学博士号、EARIST（科学技
術大学）より生物工学博士号を得ております。

　国内ではキノコ生産者、特にエノキ・シメジの廃培地の超
短期間(２～３日)での堆肥化を実現し、現在はその堆肥を使
った野菜の栽培実験を行っております。今後は幅広い農業由
来の廃棄物の堆肥化にも取り組んでいくつもりです。

　食品廃棄物をTN菌（酵母）で分解し大幅に減量処理した
り、堆肥化する取り組みを主にフィリピンで進めています。ま
た、国内ではキノコ栽培の廃培地の堆肥化に取り組んでいる
ところです。
　フィリピンでは法律でゴミの焼却処理が禁止されておりま
すので、私共はマニラ首都圏及びその近隣で、ゴミを減量す
る実証実験を実施してまいりました。「短期間での大幅な減
量」をいう結果を示し大変注目され、さらに河川・湖沼の水質
浄化や、アオコの除去等に対する活用も期待されております。
フィリピン政府の官房長官、マニラ首都圏開発庁議長、環境
天然資源省長官、またマニラ市長、ケソン市長、リサール州・
ラグナ州の各知事等と会談したところ、JICAを活用した「TN
テクノロジー」のフィリピン導入に大きな期待を示しておりました。

NPO法人 環境浄化微生物研究所
設立の経緯

活動の内容

■収入額の構成
①寄付金　　(100%)
②会　費　　　 (0%)
③自主事業収入 (0%)

④助成金　 (０%)
⑤受託事業 (０%)
⑥その他　 (0%)

左から３人目が環境天然資源省レイエス長官。右隣が南部理事長

「あかりトーク」石浦神社にて

野外演奏会「ひかりコンサート」
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ＮＰＯ実践講座　新版
　編著者名　：山岡義典、雨宮孝子／共著
　発行年月日：2008年3月10日
　定価2,200円（本体2,095円＋税）
●2000～2003年にかけて発刊した「ＮＰＯ実践講座」シリーズの内容をまとめ、最新
の制度解説を加えて発刊するものです。ＮＰＯ運営における実践的なポイントをまとめ
た、関係者必携の決定版です。

いまあなたにできる、50のこと
　～ボランティア、最初の一歩の踏み出し方
　編　者　　：ＷＡＶＥ出版
　発行年月日：2006年7月19日
　定価1,260円（本体1,200円＋税）
●例えば、7円でヒマラヤに樹を1本植えられます。20円でストリートチルドレンが昼食を
食べられます。少しのお金・時間・余ったモノが誰かの役に立つ。ボランティア最初の一
歩をナビゲートするビジュアルガイドブックです。

ＮＰＯ・市民活動のための助成金応募ガイド２００８
　編集発行　：財団法人　助成財団センター
　発行年月日：2008年4月7日
　定価2,000円（本体1,905円＋税）

石川県NPO活動支援センターでは、NPO・ボランティアに関する様々な書籍を閲覧・貸出しています。

Vol.15夏季号６月
(特)歴町センター大聖寺
自分をみつけるママの会Snigel.m
(特)起業ネットかなざわ
ボランティアグループ「窓」
(特)いしかわ介護ボランティアセンター
川への祈り実行委員会
Vol.16秋季号９月
(特)障害者自立センター
(特)竹の浦夢創塾
(特)ゆう和会
みみネットいしかわ
子どもの虐待防止ネットワーク石川
金沢おはなしの会
Vol.17冬季号12月
(特)石川県救助犬協会連合会
(特)ネイチャープロジェクト白山
木場潟を美しくする会
女川に菜の花油の灯をともす会
(特)三和会
(特)飛鳥
Vol.18春季号３月
かもママ

(特)カモンミール倶楽部
Vol.19夏季号６月
あわら会
(特)自立生活センターハートいしかわ
(特)石川籠球クラブ
(特)新城
でか小屋再生おせっ会
ＮＰＯおいお～い健康塾
Vol.20秋季号９月
(特)いしかわ未来ネットワーク
(特)ぴあサポート
(特)地域支援センターポレポレ
(特)金沢市水泳協会
Vol.21冬季号12月
(特)あかり
(特)ケーネット知楽市
Vol.22春季号３月
(特)石川こども環境教育学習基金
(特)代替医療科学研究センター
(特)サポート２４
(特)白山麓地域文化振興協議会
Vol.23夏季号７月
(特)いしかわサイエンス２１
(特)災害救助犬協会石川
育児サークル子どもと共育ちジモティーズ
Vol.24秋季号９月
石川災害ボランティアネットワーク
(特)能登まほらまの里会
(特)金沢九谷倶楽部
(特)こらぼる

Vol.25冬季号12月
ＮＡＬＣ石川
(特)いしかわ自然体験支援隊
(特)輪島市地域づくりＮＰＯ
(特)子ども館
Vol.26春季号３月
城址小丸山公園活かし隊
(特)エコ未来塾
(特)清水育英会
大呑地区グリーンツーリズム推進協議会
Vol.27夏季号６月
（特）コスモアイル・ラボ
（特）ネット婚しぇるじゅ
（特）世界の砂漠を緑で包む会
（特）河北潟湖沼研究所
Vol.28秋季号９月
能美の里山ファン倶楽部
（特）森林環境保全・里山物語
金沢エコライフくらぶ
子育て生活応援団
Vol.29冬季号12月
(特)市民環境プロジェクト
いしかわ多胎ネット
(特)ボランティアサービス石川
(特)美川あんずの家
Vol.30春季号３月
（特）スポーツクラブプラッツうちなだ
どんぐりの会
（特）金澤町家研究会
たぶんかネット加賀



ちょっと気になる、いしかわのNPO

『音楽のちからで店を楽しく・街を楽しく！！』
七尾音泉感動協会

自分達が楽しむ『まちづくり』

主催はお店側、協会は後援部隊

ボイラー長 ( 会長 ) 伊藤 昇さん

　「『街の中を楽しく、活気あるものにしたい。』とい
う思いがありましたね。人と街、人とお店がつながる
ことで，みんな良くなると。」そう語るのは、七尾音
泉感動協会ボイラー長（会長）の伊藤昇さん。
　温泉といえば「ボイラー」＝「湯沸かし」つまり、
｢沸かし役」を自ら名乗り、時には演奏もこなす伊藤
さんは、美容室のオーナーでもある。　
　音楽好きを活かして、まちのために何かできること
はないかと、『七尾音泉感動協会』を発足したのは2006
年（平成18年）秋。

言わないと思うんです。やっぱり、参加する自分達が
楽しんで、みんなも( お店も、お客さんも) 楽しんでで
きることが一番いいと・・」
　お店を活かしてできること。そしてお客さんをお
店に呼べること。そして何より、自分達が楽しむこ
とが『まちづくり』のポイントとなるようだ。

　「お店は貸すから、何かやって～」では店づくりに
も、まちづくりにもつながらない。やはり、自己責任
のもと運営してもらわないと。店づくりから『まちづ
くり』へとつながっていく過程を大事にする伊藤さん
の思いが伝わる。会場となったお店も様々で、花屋さ
ん、焼き肉屋さん、銀行ロビーなどなど・・
　そして、コンサートで欠かかせないイベントの目玉
がお楽しみ抽選会。主催となったお店からのプレゼン
トだったり、お店で使える商品券だったり、お客様と
お店をつなげるため、次回来店を狙う仕掛けにも怠り
ない。「なんと言っても、お客さんがお店に足を運ん
でもらうことから始まりますから。」

　まだ、２年足らずだが、自分達(オルビスNANAO) の
グループコンサート開催をはじめ、県内外からのアー
ティスト参加型コンサート開催も数多くこなしてい
る。「僕らは、お店と出演者とのつなぎです。主催はあ
くまでもお店側、協会は後援なんです。後ろから、肩
をポンっ !と押す感じで」発足以来、経営者賛同&参
加型のイベントを続けてきた。
　「ひと言で『まちづくり』と言っても、実際そのた
めに活動するのは大変なこと。以前は、『まちづくり』
活動のためにお店を休んでまで参加する人がいたり、
それっておかしいことですよね。お店休むってこと
はその分売り上げも減るわけで、そして売り上げも
伸びないから自分自身もだんだん疲れてしまう・・・
という悪循環。そういう活動は『まちづくり』とは

美容室を会場に、お客様を招いての弦楽三重奏
　　　　　　　　　(向かって右が伊藤昇さん )

同じく、美容室でのボサノヴァミニライブ

Vol.17

七尾音泉感動協会 事務局（情報処 しるべ蔵内）
〒926-0084　七尾市檜物町 57番地 10
TEL0767-52-1231　FAX0767-52-1231　

　「この活動をはじめてから、人と人がつながってい
く楽しさも味わいましたし、『まちづくり』ももっと
もっと広がっていくのが楽しみ。」と熱く語る、伊藤
さんでした。

　◆ レンガ積のはなし ◆
　　　　　有名な話で「レンガを積んでいる三人の男」というのがあります。

ある旅人が、レンガを積んでいる三人に「あなたは何をしているんですか？」と聞きました。
一人目の男は、つまならそうに「見れば分かるでしょう。レンガを積んでいるのさ。」と答えます。
二人目の男は、淡 と々「僕は壁を作っています。毎日同じ事の繰り返しだけど、妻子を養うため
だからね。」と答えます。
三人目の男は、目を輝かせて「僕は城を造っているのです。この城が、国を守るためにとても大切
なんだ。」と答えます。

　　　　どの人がモチベーションを高く持ちながら、生き生きとした仕事ができるか。明白ですよね。ＮＰＯの運営も
　　　同じです。日々の理事会や打ち合わせ、事業をこなすことに追われて、自分たちのＮＰＯがどのような
　　　ミッションを持ち、社会を変えていこうとしているのか、ついつい忘れがちではないでしょうか。

◆会議の目的と目標を共有しよう◆
　ＮＰＯで開催される会議には、総会や理事会、
事務局会議のほか、ボランティアの皆さんとの打 
ち合わせ、関係機関との調整会議などがあります。
あるいは地域の方 と々共に議論をするという場面
もあるかもしれませんね。会議の種類にかかわら
ず、その会議が「何のために開催されるのか」を分
かりやすく示すことは、とても大切なことです。
　私は、会議の最初にプロジェクトの目的と今回
の会議の目標を確　認してから進めることを心
がけています。皆さんの目につくところに板書を
したり、配布する資料の中に明記したりします。
「そんなことは分かっている」と言われるかもしれ

ませんが、丁寧にこれを確認していくことで会
議に参加する人々は、今日の会議が何のため
に行われているのかを共有することができます。
さらに、会議の中ではＮＰＯが忘れてはならな
い「ミッション」をいつも意識することが重要な
のです。
　ＮＰＯの会議は、「私
たちは城をつくっている
んだ」ということを常に
見据えながら、議論を
進めたいものです。

◆ 参加のデザイン３要素 ◆
　会議をするためには、参加をデザインすることが大切です。ここで「参加のデザイン３要素」をご紹介しま
　しょう。
　参加の構成デザイン　　　 その会議に誰が参加するべきかを決め、その呼びかけ方法をデザインします。
　　　　　　　　　　　　　  あとの２つのデザインがどんなに優れていても、参加の構成デザインができて　
　　　　　　　　　　　　　  いなければ会議は無意味となります。
　
　参加のプロセスデザイン　  複数回の会議を通して、どのような成果を出したいのか、当面の目標に向けた
　　　　　　　　　　　　　  スケジュールと各会議の目標を計画します。関係機関との調整や広報のタイ　
　　　　　　　　　　　　　  ミングなども含みます。
　
　参加のプログラムデザイン　 各回の会議で何を決め、どのような手順で会議を進めるかを計画し、会場のレ
　　　　　　　　　　　　　　イアウトや準備物、成果物などをデザインします。楽しく意見の言いやすい雰囲
　　　　　　　　　　　　　　気を重視したプログラムを作ります。
　
　これらの参加のデザインは、ＮＰＯに限らず、さまざまな組織や参加の場に応用できます。会議がうまくいかない、
プロジェクトがうまく進まないという時は、この３要素に立ち返ってみると良いでしょう。このシリーズでは、主に参加
のプログラムデザインに注目して、ＮＰＯに不可欠な「会議」を実のあるものにするヒントを考えていきます。

シリー
ズ NPO会議術①
『 何のための会議なの？ 』

川への祈り実行委員会事務局長　森山奈美

目的と目
標



●本誌の企画を行う「いしかわNPOニュース」
企画委員会の今年度の委員は、次の皆さんに
お引き受けいただきました。

●本誌に関するご意見、ご要望をお寄せください。
お寄せいただいたご意見は，制作に生かすほか、
本誌に掲載してまいりたいと考えています

青海 康男（ 特 NPO法人 いしかわ市民活動
　　　　　ネットワーキングセンター)

久保 信二郎（ 特 NPO法人 こまつNPOセンター）

福田　唯 （ 自分をみつけるママの会　Snigel m.）
森山 奈美（ 川への祈り実行委員会）

　　ボランティア活動振興基金への積み立て、県内の福祉ボランティ
　　ア活動充実に用います。
　使用済みインクジェットカートリッジの回収箱を設置していた
だける施設や事業所、店舗も募集しています。ご協力いただける
方の連絡をお待ちしています。

●助成対象事業
   下記の要件を満たすボランティアに関する講習会等。
　・県内のボランティアグループ等が主催するもの。 
　・ボランティア精神の普及や団体等におけるボランティア活動の充
　  実、発展に寄与するもの。 
　・１０人以上の参加者が見込まれるもの。 
　・参加者から参加費を徴収しないもの。また、徴収金額が必要最小
　  限と認められるもの。
　・政治活動や宗教活動を目的としないもの。 
　・不当な参加資格を設けていないもの。 
●助成対象経費
　・講習会等において指導等を行う外部講師（団体の構成員等では
　 ないということです。）の謝金及び交通費
●助成対象額
　・講師謝金については原則として石川県の予算単価に準じた額、交
　 通費については実費相当額とし、助成金の総額は５万円以内
●助成金の交付
　・予算の範囲内で行います。また、同一事業年度内においては、１団
　 体１回限りとします。
●助成金の交付申請
　・所定の申請書に必要書類を添付し提出します。
※この助成金を受ける際は、必ず事前相談を行うこと。
※その他、詳細については下記までお問い合わせください。

●助成対象事業
　申請車両によって次の4事業となります。
　・車いす対応車（軽自動車）の整備
　・車いす対応車（普通車）の整備
　・送迎車（軽自動車）の整備
　・送迎車（普通車）の整備
●助成対象団体
　・特定非営利活動法人・任意団体で、社会福祉に係る事業を行う
　 もの
●助成対象車両

　①「2008年度 設定車両一覧表（特定非営利活動法人/任意団体
　　用）」より、ご希望の車種をお選び下さい。
　②1年度につき、1団体1台の申請に限ります。複数台の申請があっ
　　ても認められません。
　③希望車両の選定には車両カタログを参考にしていただき、車両に
　　関して不明な点がある場合は、「日本財団福祉車両について、」と
　　前置きをしたうえで、「車両メーカー連絡先」へ直接お問い合わ
　　せ下さい。 
　※カタログに記載されている内容は2008年6月現在のもので、モデ
　　ルチェンジ等により予告なく変更されることがありますのであらか
　　じめご了承下さい。（設定車両そのものの変更はありません。）
　④当財団にて指定された装備以外に団体の皆様が独自で装備（オ
　　プション）を追加することはできますが、追加注文にかかる費用は
　　全額皆様の自己負担となります。
●申請受付期間
　インターネットによる申請は、6月2日（月）～7月31日（木）です。

　子どもたちの健やかな育ちを応援するＮＰＯの組織基盤強
化に資する事業及び、環境問題に取り組むＮＰＯの組織基盤
強化に資する事業を応援します。
●助成対象団体
　環境問題に取り組むＮＰＯ、子どもたちの健やかな育ちを応援する
ＮＰＯに対し、法人格の有無を問わず、日本国内に事務所をもつ団体
●助成対象事業
　ＮＰＯの組織の基盤強化に資する事業
●助成事業期間
　平成21年1月1日～平成21年12月31日の間に実施、終了するもの
●助成額
　１団体上限150万円、総額は各分野1，500万円
●応募受付期間
　平成20年7月18日（金）～7月31日（木）
●応募方法
　松下電器のホームページよりダウンロードできます。
　http://panasonic.co.jp/cca/pnsf

石川県社会福祉協議会ボランティアセンター
〒920-8557　金沢市本多町3-1-10
TEL 076-234-1616 FAX 076-222-8900
E-mail ivc@isk-shakyo.or.jp
URL http://isk-shakyo.or.jp/volunteer/

お申し込み
お問い合わせ

お申し込み
お問い合わせ

お申し込み
お問い合わせ

ボランティアに関する講習会等助成事業

日本財団 福祉車両助成事業

Panasonic NPOサポートファンド

（財）石川県県民ボランティアセンター事務局
〒920-8580　金沢市広坂2-1-1
TEL 076-223-9558　FAX 076-223-9559
URL http://www.ishkawa-npo.jp/volunteer
                /index.html　　　　　（担当：湊）
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県からのお知らせ

ボランティア交流会
開催業務の企画案募集！

●講座／イベント／交流／ボランティア情報／スタッフ募集／助成金情報／ etc…

NPO ボランティア情報

『NPO Day』のお知らせ
　石川県NPO活動支援センターでは毎週水曜日夜NPO活
動、ボランティア活動に関するさまざまなセミナー、サロンを
開催しています。
●ＮＰＯプチセミナー
　ＮＰＯ活動の実践者が語ります。事例をネタに参加者交流！
　●開催時間　18:30～21:00
　●定　員　　各セミナー20名 (参加費/無料)
　●内　容　
　　「震災復興へ参加！」・・・平成20年８月２７日（水） 
　　　　講師／谷内　博史 氏 (能登復興いやさかフォーラム)
　　「未来へのまちづくり！」・・・平成20年１０月２９日（水）
　　　　講師／浦　　淳 氏 (趣都金澤)　　
　　「学生だってがんばる！」・・・平成20年１２月１７日（水）
　　　　講師／白石　真理恵 氏 (コネックス)
　　「子どもたちに生きる力を！」・・・平成21年２月２５日（水）
　　　　講師／成田　裕 氏 (ガイア自然学校)
　　　　　　　　　　　　　　・・・平成21年２月２５日（水）
●ＮＰＯお役立ちセミナー
　ＮＰＯ運営についての基礎知識満載！！設立から運営まで
日々の活動にお役立ち！
　●開催時間　18:30～21:00
　●定　員　　各セミナー20名 (参加費/無料)
　●内　容
　　「ＮＰＯ立ち上げ・運営などの基礎知識」
　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・平成20年7月30日（水) 
　　「広報の方法、企業・行政との協働について」
　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・平成20年９月24日（水）
　　「ＮＰＯの会計・税務について」 ・・・平成20年11月26日（水）
　　「ＮＰＯの労務・法務について」 ・・・平成21年1月28日（水）
　　「活動資金の調達について」 ・・・平成21年３月18日（水）
●ＮＰＯよろずサロン
　ボランティア、NPOについて何でも相談して下さい！
　●開催時期　平成20年3月25日（水）まで
　　　　　　　（毎週水曜日 18:30～21:00）

●応募対象　県内の災害ボランティア団体又はＮＰＯ法人
　　　　　※複数のグループで構成する実行委員会の形式でも可
●募集期間　平成２０年７月３０日（水）まで
●災害ボランティア養成講座開催経費
　３地区合計で４０万円を限度とします。（消費税を含む）

●事業の概要
　ボランティア同士が、ボランティア活動を進めるためのノウ
ハウ課題解決のための意見交換、活動体験等を通じて、ボラ
ンティアのネットワークづくりや、自己啓発につなげることを目
的に県内１ヶ所で開催する「ボランティア交流会」の開催業務
の企画案を募集します。
●公募する事業
　ボランティア交流会開催業務。企画案は下記の基準を満たした事
業であることが条件です。
　(１) 交流会の形式は、課題解決のための「リーダー研修会」と活動
        体験等の「交流会」の２部構成とする。
　(２) ボランティア団体同士が、ネットワークを築くことのできる事業
        であること。
　(３) 参加した団体が、自らの活動をより発展させるきっかけや課題
        を解決するヒントになるような事業であること。
●応募対象
　県内の市民活動団体、ボランティア団体又はＮＰＯ法人
　※複数のグループで構成する実行委員会の形式でも可
●募集期間　平成２０年７月３０日（水）まで
●委 託 費   50万円を限度とします。（消費税を含む）

　石川県社会福祉協議会ボランティセンターでは、書き損じ
ハガキや使用済みのインクジェットカートリッジを集めていま
す。書き損じた年賀ハガキや年賀状づくりで空になったインク
ジェットカートリッジを役立ててみませんか。
●収集物
　①年賀状や暑中見舞いなどで、使えなくなった郵便ハガキ、書き損
      じた郵便ハガキ（消印のないもの）
　②未使用切手
　③使用済みインクジェットカートリッジ
　　対象メーカー：Canon、ＥＰＳＯＮ（リサイクル品は対象外）
●収集方法
　①石川県社会福祉協議会ボランティアセンター前の回収箱へ投函
　②石川県社会福祉協議会ボランティアセンターへの郵送
●活用方法
　①書き損じハガキ、未使用切手
　 　郵便局で未使用切手の交換し、県内の福祉団体に寄贈します。
　 ②使用済みインクジェットカートリッジ
　　 

●事業の概要
　災害ボランティアへの理解を深め、災害ボランティア活動の
推進につなげるため開催する「災害ボランティア養成講座」の
開催業務の企画案を募集します。
●公募する事業
　災害ボランティア養成講座開催業務。企画案は下記の基準を満た
した事業であることが条件です。
　(１) 加賀地区、金沢地区、能登地区の３会場で開催する。
　(２) 平成２１年１月１５日～２１日の「防災とボランティア週間」に、
　　　３地区のうち、いずれかを開催する。
　(３) 講習会のみではなく、災害ボランティアに関する野外の実地研
　　　修を行う。（例：災害ボランティア受付・災害救助等）

ＮＰＯ法人いしかわ市民活動ネットワー
キングセンター（i - ねっと）
〒920-0865　金沢市長町１－３－４０
TEL 076-232-6673　FAX 076-232-6674
E-mail  mail@ishikawanpo-inet.jp

（財）石川県県民ボランティアセンター事務局
〒920-8580　金沢市広坂2-1-1
TEL 076-223-9558　FAX 076-223-9559
URL http://www.ishkawa-npo.jp/volunteer
                /index.html　　　　　（担当：湊）

お申し込み
お問い合わせ

（財）石川県県民ボランティアセンター事務局
〒920-8580　金沢市広坂2-1-1
TEL 076-223-9558　FAX 076-223-9559
URL http://www.ishkawa-npo.jp/volunteer
                /index.html　　　　　（担当：湊）

お申し込み
お問い合わせ

災害ボランティア養成講座
開催業務の企画案募集！



　今期から石川県内で、活動中の子供たちを取り上げシリーズ化。ジュニア VOICE と
して紹介していきます。
　今回は、「石川県立七尾東雲高等学校  ボランティア委員会」の皆さんと担当の田畑
正村先生にお話をうかがいました。

田畑先生●以前はボランティア同好会というも
のがありましたが、活動がほとんど続かない状況
でした。生徒からの声を集めると「情報を知らな
い」「部活動ができなくなる」「活動中の事故が心
配」ということがわかりました。そこで、生徒会に
働きかけ、各クラス２名のボランティア委員を選
出、ボランティア活動のチラシを配布、ボランティ
ア保険にも加入し、昨年は654 名がボランティア
活動に参加しました。

出村さん●能登半島地震の時にはいろいろな方
にお世話なったと思うし、四川省大地震では私た
ちができることでお返しができたらと思い募金活
動を始めました。始めはなんとなく恥ずかしくて、
大きな声も出せませんでしたが、募金に協力してく
れる人がたくさんいてうれしかったです。
村田さん●やっぱり募金してくれる人がいたらう
れしいと思うし、金額より募金に協力してくれるこ
とがうれしい。
広山君 ●今までは、募金する人と目を合わせない
ようにして通っていたのですが、これからは、避け
ずにちゃんと募金します。

田畑先生●生徒が積極的に参加して、もっともっ
とボランティアの輪が広がってくれればいいなあ
と思いますね。子供たちもボランティア活動をする
ことで、いろいろ体験でき、成長できると思ってい
ます。温かく見守っていてほしいですね。
出村さんと村田さん●私たちも頑張っています。
応援よろしくお願
いします。あと、や
っぱりボランティ
アが広がってくれ
ればうれしいです。

出村さん●私は、今年から参加しているのですが、
今回の中国四川省義援金募金は３回目で、七尾駅
前、パトリア入り口、パトリア４F駐車場入り口の
３カ所で行ってきました。他には４月に徳田駅前
で挨拶運動をしたり、５月の連休前に町会と連携し
て、花壇の整備をしたりしました。
村田さん●私も今年から委員会に入ったのです
が、つばさ（知的障害者複合施設）のバザーでレジの
袋詰めのお手伝いをしてきました。
広山君 ●先日、能登半島地震で被災され、仮設住
宅に住んでいらっしゃるご家庭にプランターのお
花の植え替えに行きました。仮設住宅の方々は思っ
ていたより元気で、ほっとしました。お花の植え替
えも喜んでもらえてよかったです。
小山君 ●そのお花も自分たちで種から育て、プラ
ンターに植えて応援メッセージを添えたりしまし
た。あとは、学校の美化運動で、プランターを使っ
て通学路に階段花壇を設置しました。
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